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自動優先順位付け

SSVC搭載の先進的な脆弱性管理サービス

「CVSS」で疲弊していませんか？

従来のCVSSベース脆弱性管理の限界

毎年なんと２万件以上の新たな脆弱性が公開されています。この膨大な情報の中から、ど
の脆弱性が自社にとって重要なのかを見分けるのは難しい課題です。CVSSスコアは一定
の指針を提供しますが、「実際のリスク」を反映していません。例えば、「CVSSスコアが8.0
以上の脆弱性は全て対応すべし」という運用方法では、対応が必要な脆弱性の数が多す
ぎ、実際の運用が回りません。
真のリスク評価には、「脆弱性」だけでなく「脅威」や「資産価値／業務影響」も考慮に入れ
る必要があります。
しかし、これらの要素を適切に評価するには専門的な知識と時間が必要で、これが現実的
な運用を妨げる大きな障壁となります。

FutureVulsは「米国政府推奨のSSVC」を搭載。専門家
なしにリスクを自動判断。CVSSの限界を打破！
 

SSVCの詳細は裏面へ

様々な業界の企業様に導入頂いています



　

「資料請求」「オンラインデモ」「 PoC」は
https://vuls.biz よりお問い合わせください

フューチャー株式会社 

SSVCは「実際のリスク」に基づき対応を自動決定

「悪用状況」「システム環境」「攻撃者にとっての有用性」「業務影響」をインプットに「決定
木」を用いて、検知した脆弱性の対応を4段階に自動分類します。

FutureVulsのSSVC機能の「3つ」のメリット

① CVSSの15倍も高い分類性能

② 判断根拠が明確 ③ 自動判断、対応指示も自動化

判断根拠は決定木で一目瞭然です。 「Immediateに分類されたタスクの優先度を
高に、対応期限を1週間後にセット」といった、
ルールを事前に定義できます。

Web公開されている基幹システムを対象に
SSVCを使用したところ、全体の4,716件の脆
弱性のうち緊急対応は「16件」、計画外対応
は「50件」という結果になりました。これは、
CVSSスコアを使用した場合よりも大幅に少な
い数です。SSVCで対応が必要な脆弱性を絞
り込めます。

https://vuls.biz

